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1. 宮崎市スポーツ推進委員協議会としての活動
※従来は、「地区行事の協力」との期待（説明）が主で有った

① 地域を中心にした生涯スポーツの推進による絆づくり・健康づくりを目指す

② 市全体として生涯スポーツの推進を行う

③ 推進委員の推薦のあり方

・推薦のあり方を見直し、活動できる推進委員の推薦

・行政と一致した推進委員の活動の目的や取組、方向性を提示する

・９月位までに、推薦の条件をまとめ推進予定者に渡す

・公募枠を１０名位に増やす（出前講座の推進）

☆ 推進委員が、地域スポーツの要として活動！

推進委員が、医療費削減と健康長寿日本一を目指す中心的存在として活動！

2. 地区体育会の現状と今後について
① 地区体育会の予算減少と組織の崩壊

・自治会に体育部がない地区が多くなっているのでは？

・体育会に加入していない自治会が増加している？

② 地区体育会役員のなり手がいない

③ 地区対抗の予選会の参加チームが大幅に減少している・・・参加増への取組

④ スポーツ推進委員の推薦の問題

・自治会体育部の崩壊・・・スポーツ推進委員の予備軍がいない

・市の方針として打ち出してほしい！

国のスポーツ基本計画　⇒　地域スポーツは、総合型地域スポーツクラブへ

☆ 総合型クラブ的活動で体育会の収入確保・・・受益者負担

クラブスタッフやクラブ会員から推進委員候補の確保

3. 総合型地域スポーツクラブへの取り組み
※宮崎市としての方針と支援策は？

① 隣県の具体的支援策の例（大分市、熊本市、鹿児島市） 別紙参照

② 現状のままなら市内の半分のクラブが、本質的なクラブとしての存続は困難？

・市ＳＣ協議会への支援・・・公民館講座や健康予防運動教室等との連携

・広報誌や公民館講座案内に市ＳＣ協議会のＨＰアドレス掲載

・医療費削減等の対策として新たな支援が出来ないでしょうか？

③ 東大宮スポーツクラブのクラブハウス建替え

・１２年経過して雨漏りと手狭のため建替え許可（目的外使用）のお願い

（立て替えて、市に寄贈でも構わない・・・隣接道路の問題）

4. その他
① 学校体育施設の使用料の徴収方法について

この様なことから

【推進委員協議会と体育会で総合型クラブへの取組】


